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要旨 . 琉球列島で採集された標本に基づき , オ
サガニ類の 3 稀種 , オオカクオサガニ ( 新称 ) 
Macrophthalmus (Mareotis) purpureocheir Teng 
& Shih, 2015, ヒメノコハオサガニ M. (Venitus) 
barnesi Serène, 1971, ノ コ ハ オ サ ガ ニ M. (V.) 
latreillei (Desmarest, 1822) を報告した . このうち , 
オオカクオサガニは日本初記録である . 本稿で
はこれら 3 種の形態や色彩 , 生息環境について
記述した .

はじめに

オサガニ科 Macrophthalmidae Dana, 1851 のオサ
ガニ属 Macrophthalmus Desmarest, 1823 は , イン
ド - 西太平洋の熱帯から温帯域に分布する種で
構成され , 多くの種は河口や内湾の干潟に生息
するが , 一部の種は潮下帯にも生息している . 

本属はいくつかの亜属を含み , Mendoza & Ng 
(2007), Ng et al. (2008), および Barnes (2010) は , 
Chaenostoma Stimpson, 1858 (= ヒメカクオサガ
ニ亜属 ), Euplax H. Milne Edwards, 1852, Hemiplax 
Heller, 1865, Macrophthalmus Desmarest, 1823 (=
オサガニ亜属 ), Mareotis Barnes, 1967 (= ヤマト
オサガニ亜属 ), Paramareotis Komai, Goshima & 
Murai, 1995 [= ナカグスクオサガニ亜属 ( 新称 )], 
Tasmanoplax Barnes, 1967, Venitus Barnes, 1967 (= 
ノコハオサガニ亜属 ) の 8 亜属を認めた . これ
ら の う ち , Chaenostoma, Hemiplax, Tasmanoplax
は , 近年の研究より属に昇格され (Davie 2009, 
2012; McLay et al. 2010; Naderloo 2013; Naderloo 
et al. 2015; Teng & Shih 2015; Shih et al. 2015; 
Teng et al. 2016), さらに Davie (2012) は , McLay 
et al. (2010) や Kitaura et al. (2010) の研究結果に
基づき Hemiplax をモクズガニ科 Varunidae H. 
Milne Edwards, 1853 に移した . Euplax と Venitus
については , 属として扱った文献もみられるが 
(McLay et al. 2010; Kishino et al. 2011; Bouchard et 
al. 2013; 藤田 2017), 属への昇格を保留し , 亜属
のままとするか , または亜属には言及せずオサ
ガニ属として扱われる場合が多い (Naderloo et 
al. 2011, 2015; Naderloo & Türkay 2012; Rahayu & 

Nugroho 2012; Davie 2012; Naruse et al. 2014; Teng 
& Shih 2015; Shih et al. 2015; 本尾 · 伊藤 2015). 残
る Macrophthalmus, Mareotis, および Paramareotis
は , それぞれ多系統群であることが明らかにさ
れているため ( 例えば , McLay et al. 2010; Teng 
& Shih 2015), 包括的な見直しが待たれる状況で
ある .

日 本 沿 岸 か ら こ れ ま で に 記 録 さ れ て
い る オ サ ガ ニ 属 [Davie (2012) の 見 解 に よ
る 5 亜 属 (Euplax, Macrophthalmus, Mareotis, 
Paramareotis, Venitus)] の現生種は , ヨミノオ
サ ガ ニ Macrophthalmus (Euplax) leptophthalmus 
(H. Milne Edwards, 1852) [= カ ク ノ コ ハ オ サ
ガニ : 柄沢 (1997) による和名 ], オサガニ M. 
(Macrophthalmus) abbreviatus Manning & Holthuis, 
1981, ミ ナ ミ オ サ ガ ニ M. (M.) brevis (Herbst, 
1804), ヒゲメナガオサガニ M. (M.) ceratophorus, 
Sakai, 1969, フ タ ハ オ サ ガ ニ M. (M.) convexus 
Stimpson, 1858, ヒ メ メ ナ ガ オ サ ガ ニ M. (M.) 
microfylacas Nagai, Watanabe & Naruse, 2006, ミナ
ミメナガオサガニ M. (M.) milloti Crosnier, 1965, 
ヨ ツ ハ メ ナ ガ オ サ ガ ニ M. (M.) philippinensis 
Serène, 1971, イリオモテメナガオサガニ M. (M.)
ryukyuanus Naruse & Kosuge, 2008, メナガオサ
ガ ニ M. (M.) serenei Takeda & Komai, 1991, ホ
ン メ ナ ガ オ サ ガ ニ M. (M.) telescopicus (Owen, 
1839), ヒメヤマトオサガニ M. (Mareotis) banzai 
Wada & Sakai, 1989, オキナワオサガニ M. (Mar.) 
crinitus Rathbun, 1913, ヨ コ ス ジ オ サ ガ ニ M. 
(Mar.) definitus Adams & White, 1849, ヤマトオサ
ガニ M. (Mar.) japonicus (De Haan, 1835), タイヨ
ウオサガニ M. (Mar.) pacificus Dana, 1851, タイ
ワンヒメオサガニ M. (Paramareotis) boteltobagoe 
(Sakai, 1939), ホ ル ト ハ ウ ス オ サ ガ ニ M. (P.) 
holthuisi Serène, 1973, ナカグスクオサガニM. (P.) 
quadratus A. Milne-Edwards, 1873, ヒメノコハオ
サガニ M. (Venitus) barnesi Serène, 1971, ノコハオ
サガニ M. (V.) latreillei (Desmarest, 1822) の 21 種
である (Sakai 1976; Takeda 1977; 武田 1981; Wada 
& Sakai 1989; Takeda & Komai 1991; Kosuge & 
Wada 1992; Kitaura & Wada 1999; Kosuge & Davie 
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図 1. 本研究での計測箇所 . A, 甲 ; B, 左の第 3 顎脚 ; C, 右の第 3 歩脚の長節上面 ; D, E, 尾節 (D, 雄 ; E, 雌 ). 
CL, 甲長 ; EOW, 眼窩外歯間幅 ; FW, 額幅 ; OL, 眼柄長 ; M3IL, 第 3 顎脚の座節長 ; M3ML, 第 3 顎脚の長節長 ; 
A3ML, 第 3 歩脚の長節長 ; A3MW, 第 3 歩脚の長節幅 ; TL, 尾節長 ; TW, 尾節幅 . 甲幅 (CW) は甲の幅が最大と
なる箇所で計測 .
Fig. 1. Schematic drawings of measurements used in the present study. A, carapace; B, left third maxilliped; C, upper 
surface of merus of right third ambulatory leg; D, E, telson (D, male; E, female). CL, carapace length; EOW, external 
orbital width; FW, frontal width; OL, ocular peduncle length; M3IL, ischium length of third maxilliped; M3ML, merus 
length of third maxilliped; A3ML, merus length of third ambulatory leg; A3MW, merus width of third ambulatory leg; 
TL, telson length; TW, telson width. Carapace width (CW) is measured across the widest portion.

2001; Nagai et al. 2006; Naruse & Kosuge 2008; 
Kishino et al. 2011). このうち , いくつかの種 ( 例
えば , オキナワオサガニやタイヨウオサガニ ) 
については , 国内における近年の確実な採集
記録がなく , 従来の記録の種同定について再検
討する必要がある . これらの種の他に M. (M.) 
parvimanus Guérin, 1834, M. (Mar.) darwinensis 
Barnes, 1971, M. (Mar.)  depressus Rüppell, 1830, M. 
(Tasmanoplax) sp. の記録もあるが ( 仲宗根 1977; 
諸喜田 1980; 仲宗根ら 1984; 藤井 1996; 仲宗根 ·
伊礼 2003), 何れの記録も形態の記載や図 , 標本
の有無などが示されていないため , 国内記録種
として扱わないこととする .

近年 , 著者らは琉球列島における甲殻類相調
査を行っているが , その過程において , これま
で日本沿岸から採集記録のなかったオオカクオ
サガニ ( 新称 ) M. (Mar.)  purpureocheir Teng & 
Shih, 2015, 既に国内から記録されているが , 世
界的に採集例の少ないヒメノコハオサガニ , 琉
球列島産の標本の有無が不明であったノコハオ
サガニが採集されたため , これら 3 種の形態的
特徴や生息環境などを報告する . 

材料と方法

標本の計測箇所 ( 図 1) および本稿での用語 · 略
称は次の通りである . 甲長 (CL): 額の前縁が最
も前方に突出する箇所を結んだ線と甲の後縁
中央の最短距離 ; 甲幅 (CW): 甲の幅が最大とな
る箇所 ( 種や個体ごとに異なる ); 眼窩外歯間
幅 (EOW): 両眼窩外歯の先端間の幅 ; 額幅 (FW): 
額域の幅が最大となる箇所 ; 眼柄長 (OL): 額
域側縁が最もくぼむ箇所から眼の角膜先端ま
で ; 第 3 顎脚の座節長 (M3IL): 座節の基部から
長節との関節の外側角まで ; 第 3 顎脚の長節長 
(M3ML): 座節との関節の外側角から腕節との関
節の外側角まで ; 第 3 歩脚の長節長 (A3ML): 長
節上面の基部縁の中央から末端縁の中央まで ; 
第 3 歩脚の長節幅 (A3MW): 長節の幅が最大と
なる箇所 ( 棘は含まず ); 尾節長 (TL): 尾節の中
央の長さ ; 尾節幅 (TW): 尾節の幅が最大となる
箇所 . なお , 予備的に計測を行った結果 , 小型個
体の細部の計測は困難であり , 計測値の相対誤
差が大きくなると考えられたため , 甲長 5.0 mm
以下の標本については , 第 3 顎脚と尾節の計測
を行わなかった . これらの計測形質は附録 1 に
まとめた . 標本の大きさは甲長 (CL) で示した . 
本稿で使用する “ 腹部固定突起 ” ( 雄の press-
button もしくは pleonal locking) という用語は , 
腹甲溝内の外縁付近 , 胸部腹甲の第 5 節の前方 
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( 第 4 節との縫合線近く ) に位置する小突起を
指す [ 詳細は Mendoza & Ng (2007) や Davie at al. 
(2015) などを参照 ].

本稿で使用した亜属名の略称は次の通りで
ある . オサガニ亜属 Macrophthalmus = (M.); ヤマ
トオサガニ亜属 Mareotis = (Mar.); ナカグスクオ
サガニ亜属 ( 新称 ) Paramareotis = (P.); ノコハオ
サガニ亜属 Venitus = (V.). 各種の異名表は , オオ
カクオサガニ ( 新称 ) およびヒメノコハオサガ
ニについては , 可能な限り網羅的に作成した . 
ノコハオサガニについては , Barnes (1967) およ
び Davie (2012) によって詳細な異名表が作成さ
れているため , 本稿ではこれらに掲載されてい
ない文献 , 本研究で同定に用いた文献 , 日本国
内からの記録文献を中心に作成した .

本稿で使用した標本は , 琉球大学博物館 
( 風 樹 館 ) (RUMF: Ryukyu University Museum, 
Fujukan) およびフィリピン国立博物館 (NMCR: 
National Museum of the Philippines in Manila) に収
蔵されている .

種の記載

Macrophthalmidae Dana, 1851
オサガニ科
Macrophthalmus Desmarest, l823
オサガニ属
Macrophthalmus (Mareotis) purpureocheir Teng & 
Shih, 2015
オオカクオサガニ ( 新称 )
( 図 2, 3)

Macrophthalmus quadratus — 鄭 1997: 18 (list), 
22 (list), 58 (list); Ng et al. 2001: 38 (list) [not 
M. (Paramareotis) quadratus A. Milne-Edwards, 
1873].

Macrophthalmus (Mareotis) purpureocheir Teng & 
Shih, 2015: 455 (list), 456, figs. 2E–H, 3, 4, 11; 
Shih et al. 2015: 91 (list).

Macrophthalmus purpureocheir — Shih et al. 2015: 
70 (key), 136, figs. 113–115, 116A, 117, 118; 
Teng et al. 2016: 17, fig. 2.

検 討 標 本 . RUMF-ZC-3857, 1 抱 卵 雌 (CL 12.1 
mm), 沖縄島中城村安里 , 2016 年 6 月 24 日 , 前
之園唯史採集 .

形態的特徴 ( 雌のみ ). 甲 ( 図 2A, B) は , やや
幅広い長方形で , 甲長に対する甲幅と眼窩外歯
間幅は , それぞれ 1.28 倍と 1.17 倍である . 甲の
幅は , 第 2 歩脚の基部の直上で最大となる . 甲
の表面は , 中央部がほぼ無毛 · 平滑であるが , 
鰓域の側縁近くには顆粒と剛毛が密集する . 中

· 後鰓域には , 縦方向に顆粒が並んだ不明瞭な
稜を左右それぞれ 1 本具える . 額は比較的幅広
く , 甲幅の 0.19 倍 , 眼窩外歯間幅の 0.21 倍であ
る . 額の前縁中央から胃域にかけて幅広く浅い
溝が縦走し , この溝によって分けられた額の前
縁は , 緩やかに膨らんだ 2 葉となる . 額の側縁
は , 眼柄の基部付近で僅かにくびれ , そのくび
れの前方は左右ほぼ平行で , くびれより後方は
眼窩上縁にかけて明瞭に広がる . 眼窩下縁には , 
全長においてほぼ同大の顆粒が等間隔かつ密に
並ぶ . 甲の前側縁には眼窩外歯の後方に明瞭な
前鰓歯を 1 つ具え , その後方にも痕跡的な切れ
込みを 1 つ具える . 眼窩外歯の先端は前方を向
く . 眼窩外歯と第 2 前側歯 ( 第 1 前鰓歯 ) の間
の切れ込みは , 幅広い V 字型である . 口前部 ( 図
2C, D) の後縁は , 広く弧状にくぼむ . 口腔内の
前方中央 ( 図 2C) には膨らみや縦走する稜を欠
く . 眼柄 ( 図 2A, B) は比較的太短く , 甲長の 0.45
倍 , 眼窩外歯間幅の 0.38 倍である . 角膜の先端
は眼窩外歯の先端に達する . 

第 3 顎脚 ( 図 2D) の座節長は長節長の 1.68
倍である . 外肢の先端は , 長節外側縁の長さの
2/3 程度の位置に達し , 末端には長い鞭状部を具
える . 第 3 顎脚を閉じると , 口腔の中央には広
い隙間が空き , 座節内縁間も大きく離れている .

鉗脚は左右で同形 · 同大である ( 図 2A). 長
節の上縁と内下縁には剛毛の列が縦走し , 上縁
の末端付近の棘 , および内下縁の末端付近の擦
音構造 (stridulatory apparatus) をともに欠く . 内
背面は平滑で , 上縁付近に剛毛の列が縦走する
が , 毛束状にはならない . 鉗部 ( 図 2E) は小さ
い . 掌部上縁の長さは可動指よりも短い . 掌部
外面の下縁付近には顆粒が連なった明瞭な稜を
具え , この顆粒の稜は不動指の先端まで伸びる . 
不動指 · 可動指ともに咬合縁には明瞭な歯がな
く , 指部を閉じた際に中央に大きな隙間が空く . 
掌部から可動指の内面上縁付近には長い剛毛が
疎らに列生し , 両指部の咬合縁の先端付近には , 
内面 · 外面ともに長い剛毛が密に生える . 

歩脚 ( 図 2A, 3A) は比較的太短く , 第 3 歩脚
の長節長は甲長の 0.68 倍 , 長節幅の 2.22 倍であ
る . 各歩脚の長節から前節にかけて , 前縁と後
縁に剛毛が列生するが , 第 1, 2 歩脚では非常に
疎らである . 第 2, 3 歩脚の長節には , 前縁の末
端付近に 1 本の棘を具えるが , 第 1, 4 歩脚では
これを欠く . 各歩脚の指節はヘラ状にならず，
角錐型に近い .

胸部腹甲の外面は概ね平滑であり , 生殖孔は
第 6 節の中央前方 ( 第 5 節との縫合線近く ) に
開口する .

腹部 ( 図 3B) は , 第 5, 4, 6, 3, 1, 2 腹節の順に
幅広い . 第 1 腹節には中央を横断する稜を具え
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るが , それ以外の腹節にはこれを欠く . 尾節は
第 6 腹節よりも短く , 幅広い三角形で , 尾節幅
は尾節長の 3.78 倍である . 尾節の基部縁はほぼ
直線状である .

色彩 . 図 2A 参照 . 甲の背面および鉗脚と歩
脚は , 薄黄色の地色に灰色や薄茶色の雲状斑が
大小モザイク状 ( ただし , 左右では対称 ) に配
置される . 腹面はほぼ白色で , 頬部と掌部外面
の一部に赤紫色の小斑紋を有する . 先行研究に
よれば , 雄ではこれらの赤紫色が頬部と鉗部の

大部分を覆う (Teng & Shih 2015: figs. 2G, H, 4B; 
Shih et al. 2015: figs. 113, 114A, 115B).

分布 . これまでの採集記録は , 台湾の南部と
東部のみであった ( 鄭 1997; Teng & Shih 2015; 
Shih et al. 2015; Teng et al. 2016). 沖縄島から採集
された標本は , 本種の日本初記録となる .

生息環境 . 検討標本は , 小石やサンゴ礫が混
じる砂泥底質の潮間帯で採集された . この個体
は , 干潮時に干潟上に残された水深 1 cm ほどの
潮溜まり内で移動中であった . 巣穴の有無は不

図 2. オオカクオサガニ ( 新称 ). 抱卵雌 (CL 12.1 mm, RUMF-ZC-3857). A, 全体 , 背面 ( 生時の色彩 ); B, 甲 , 背
面 ; C, 口前部と口腔の前方 , 前面 ; D, 頭胸甲の前方 , 前腹面 ; E, 左の鉗脚 , 外面 .
Fig. 2. Macrophthalmus (Mareotis) purpureocheir Teng & Shih, 2015. Ovigerous female (CL 12.1 mm, RUMF-
ZC-3857). A, entire animal, dorsal view (live colouration); B, carapace, dorsal view; C, epistome and anterior buccal 
cavity, anterior view; D, anterior cephalothorax, anteroventral view; E, left chela, outer view.
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明である .
備 考 . 検 討 標 本 の 形 態 的 特 徴 は , Teng & 

Shih (2015) お よ び Shih et al. (2015) に よ る
Macrophthalmus (Mareotis) purpureocheir Teng & 
Shih, 2015 の記載や図と概ね一致したが , 口前
部と歩脚の形態に相違がみられた . 

本研究の検討標本の口前部は , 後縁全体が弧
状にくぼんでいる (entirely arcuate) が ( 図 2C, D), 
Teng & Shih (2015: 456) および Shih et al. (2015: 
137) では直線状 (straight) とされている . しかし , 
これらの文献の付図 ( ホロタイプも含む ) を見
る限り , 本研究の検討標本のそれと同様の形状
に 見 え る (Teng & Shih 2015: figs. 2H, 4B, D, F; 
Shih et al. 2015: figs. 114A, 115B, D, F) ことから , 
前述の相違は形質状態の違いではなく , 表現の
違いであると考えられる . 口前部後縁の形状は , 
現行の分類では亜属間の識別に使用される重要
な形質の一つであるため (Barnes 1967; Komai et 
al. 1995; Mendoza & Ng 2007), 注意深く検討する
必要がある .

加えて , 本研究の検討標本では , 第 2, 3 歩脚
の長節の前縁末端付近に 1 本の棘を具えている
が ( 図 3A), 本種の原記載ではこの棘はないと
されている (Teng & Shih 2015: 456). しかしなが
ら , 現在までに知られているオサガニ属 [Davie 
(2012) の見解による 5 亜属 ] のうち , 歩脚に関
する情報がないヨツハメナガオサガニを除く
全ての種では , 少なくとも 1 対以上の歩脚にお
いて長節上縁に棘を有しているため , この棘の
欠如は極めて特殊な形質状態である . ヤマトオ
サガニ亜属 Mareotis Barnes, 1967 やナカグスク
オ サ ガ ニ 亜 属 Paramareotis Komai, Goshima & 
Murai, 1995 に含まれる多くの種では , この部位
に剛毛が密集しており ( 特に雄で顕著 ), これら
の剛毛をある程度取り除かないと見落とす可能
性もあるため , 原記載で扱われた標本の再確認
が望まれる . 

本種が有する次の各特徴は , ヤマトオサガ
ニ亜属 ( タイプ種 : ヤマトオサガニ ) のなかで
は稀な形質状態である : (1) 甲幅が狭い ; (2) 甲
の背面の大部分が平滑で , 中 · 後鰓域を縦走す
る顆粒列の稜がやや不明瞭 ; (3) 額が幅広い ; 
(4) 額の側縁のくびれが弱い ; (5) 眼柄が太短
い ; (6) 第 3 顎脚の長節は座節と比べて著しく
小さくない ; (7) 歩脚が比較的短い ; (8) 雌の尾
節は幅広く , 基部縁はほぼ直線状 . これらの形
質の組み合わせにより , 本種は本亜属内におい
て容易に種同定ができる一方で , ナカグスクオ
サガニ亜属やヒメカクオサガニ属 Chaenostoma 
Stimpson, 1858 と共通する特徴も多い . 近年では
分子系統解析も盛んに行われているため ( 例え
ば , Kitaura et al., 2010; McLay et al., 2010; Teng & 
Shih, 2015; Teng et al., 2016), これらの研究で推
定された系統に基づく属や亜属の再定義が必要
であろう .

標準和名 . 本種は甲の外観が正方形に近いた
め , ヒメカクオサガニ属に似るが , 本種の方が
より大型になる . したがって , 本種の標準和名
を「オオカクオサガニ」とすることを提唱する . 
なお , 和名の基準となる標本には本研究の検討
標本 (RUMF-ZC-3857) を指定する .

Macrophthalmus (Venitus) barnesi Serène, 1971
ヒメノコハオサガニ
( 図 4–7)

Macrophthalmus aff. latreillei — Barnes 1970: 236.
Macrophthalmus (Venitus) sp. nov. — Barnes 1971: 

3 (list), 31, fig. 7.
Macrophthalmus new species no. 1 of Serène — 

Barnes 1971: 37 (key).
Macrophthalmus (Venitus) barnesi Serène, 1971: 903 

(list), 918, pl. 4B; Serène 1977: 756, figs. 58–61; 
Barnes 1977: 279 (list); 武田 1981: 74, 75 (list); 

図 3. オオカクオサガニ ( 新称 ). 抱卵雌 (CL 12.1 mm, RUMF-ZC-3857). A, 右の歩脚 , 上面 ; B, 腹部 , 外面 .
Fig. 3. Macrophthalmus (Mareotis) purpureocheir Teng & Shih, 2015. Ovigerous female (CL 12.1 mm, RUMF-
ZC-3857). A, right ambulatory legs, upper view; B, pleon, outer view.
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三宅 1983: 246 (list); 仲宗根 · 伊礼 2003: 270 
(key); Ng et al. 2008: 238 (list); Barnes 2010: 43 
(discussion).

Macrophthalmus barnesi — Barnes 1977: 277 (key); 
武田 1981: fig. 3; 丸村 · 小阪 2003: 69; Barnes 
2010: 36 (key).

Macrophthalmus (Euplax) barnesi — 柄 沢 · 松 岡 
1992: 57 (discussion); Karasawa et al. 1995: 129 
(discussion).

検討標本 . RUMF-ZC-3864, 1 雄 (CL 8.0 mm), 1
雌 (CL 3.3 mm), 奄美大島瀬戸内町阿鉄 , 桟橋 , 
2015 年 8 月 5 日 , 成瀬貫採集 ; RUMF-ZC-3865, 
1 雄 (CL 6.1 mm), 2 雌 (CL 2.5, 6.3 mm), 奄美大島
瀬戸内町阿鉄 , 桟橋 , 2015 年 8 月 5 日 , 成瀬貫
採集 ; RUMF-ZC-3866, 5 雄 (CL 5.3–8.2 mm), 2 雌 
(CL 6.3, 7.1 mm), 奄美大島瀬戸内町阿鉄 , 桟橋 , 
2015 年 8 月 7 日 , 成瀬貫採集 ; RUMF-ZC-3858, 
1 雄 (CL 14.8 mm), 1 雌 (CL 12.4 mm), 沖縄島大
宜味村塩屋湾 , 2015 年 4 月 19 日 , 前之園唯史
採 集 ; RUMF-ZC-3859, 1 雄 (CL 12.9 mm), 2 雌 

(CL 9.4, 11.7 mm), 沖縄島大宜味村塩屋湾 , 2015
年 6 月 2 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-3863, 
1 雄 (CL 9.3 mm), 沖縄島大宜味村塩屋湾 , 2015
年 5 月 4 日 , 西垣孝治採集 ; RUMF-ZC-2659, 1
雄 ( 甲破損 ), 石垣島川平 (St. 4), -13 m, 2013 年
5 月 30 日 , 藤田喜久採集 ; RUMF-ZC-2658, 1 雌 
(CL 8.7 mm), 石 垣 島 川 平 , -13 m, 2013 年 5 月
30 日 , 藤田喜久採集 ; RUMF-ZC-2660, 5 雌 (CL 
3.3–4.2 mm), 石垣島川平 (St. 4), -13 m, 2013 年 5
月 30 日 , 藤田喜久採集 ; RUMF-ZC-3867, 1 雄 
(CL 3.6 mm), 4 雌 (CL 4.1–5.2 mm), 西表島船浦
湾 , ドレッジ 1, 2014 年 8 月 6 日 , 成瀬貫ら採
集 ; RUMF-ZC-3869, 1 雄 (CL 4.0 mm), 1 雌 (CL 
4.1 mm), 1 性不明 ( 甲破損 ), 西表島船浦湾 , ド
レッジ 2, 24.4125 123.829117 (-29 m) – 24.410483 
123.826467 (-25 m), 2014 年 7 月 18 日 , 成瀬貫ら
採集 ; RUMF-ZC-3868, 1 雌 (CL 6.0 mm), 西表島
船浦湾 , ドレッジ 3 ( 水深 32.1–32.8 m), 2015 年
3 月 27 日 , 成瀬貫ら採集 .

形態的特徴 . 甲 ( 図 4, 5A) は , やや幅広い長
方形 . 甲長に対する甲幅と眼窩外歯間幅は , そ

図 4. ヒメノコハオサガニ . A, 雄 (CL 14.8 mm, RUMF-ZC-3858); B, 雌 (CL 9.4 mm, RUMF-ZC-3859); C, 雄 (CL 
4.0 mm, RUMF-ZC-3869). 全体 , 背面 ( 生時の色彩 ).
Fig. 4. Macrophthalmus (Venitus) barnesi Serène, 1971. A, male (CL 14.8 mm, RUMF-ZC-3858); B, female (CL 9.4 
mm, RUMF-ZC-3859); C, male (CL 4.0 mm, RUMF-ZC-3869). Entire animals, dorsal view (live colouration).
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れぞれ 1.12–1.30 倍と 0.96–1.21 倍で , これらは
成長に伴ってより幅広くなる ( 図 8A). 甲の幅
は , 第 2 歩脚の基部の直上で最大となる . 中 ·
後胃域 , 心域 , 腸域の表面は無毛 · 平滑で , 原胃
域 , 肝域 , 鰓域は , 細かい顆粒で覆われ , 細く長
い剛毛が生える . 原胃域 , 中 · 後胃域 , 心域を分
ける溝は明瞭である . 額の幅は甲幅の 0.13–0.19
倍 , 眼窩外歯間幅の 0.15–0.21 倍で , 小型個体は
甲幅や眼窩外歯間幅が狭いため , 相対的に額が
幅広い ( 図 8B). 額の前縁中央から胃域にかけて
浅い溝が縦走し , この溝によって分けられた額
の前縁は , 緩やかに膨らんだ 2 葉となる . 額の
側縁は , 眼柄の基部付近で U 字型にくびれる . 
眼窩下縁には , 全長においてほぼ同大の顆粒が
等間隔に並ぶ . 甲の前側縁には眼窩外歯の後方
に明瞭な前鰓歯を 2 つ具え , 個体によってはそ

の後方にも痕跡的な切れ込みを具える場合もあ
る . 眼窩外歯の先端は前方外側を向く . 眼窩外
歯と第 2 前側歯 ( 第 1 前鰓歯 ) の間の切れ込み
は , 幅広く浅い . 口前部 ( 図 5B) の後縁中央は , 
全体的に僅かにくぼむが , ほぼ直線状を呈する . 
口腔内の前方中央 ( 図 5B) には膨らみや縦走す
る稜を欠く . 眼柄 ( 図 4, 5A) はやや太短く , 甲
長の 0.36–0.55 倍 , 眼窩外歯間幅の 0.35–48 倍で , 
成長に伴ってより長くなる ( 図 8C). 角膜の先端
は眼窩外歯の先端に達する . 

第 3 顎脚 ( 図 5C) の座節長は長節長の 2.08–
2.47 倍である . 外肢の先端は , 長節外側縁の長
さの半分程度の位置に達し , 末端には長い鞭状
部を具える . 第 3 顎脚を閉じた際にできる口腔
中央の隙間は狭く , 座節内縁は基部近くで非常
に接近する .

図 5. ヒメノコハオサガニ . 雄 (CL 14.8 mm, RUMF-ZC-3858). A, 甲 ( 右半分の剛毛を除去 ), 背面 ; B, 口前部と
口腔の前方 , 前面 ; C, 頭胸甲の前方 , 前腹面 ; D, 左鉗脚の長節 , 内背面 ; E, 左の鉗部 , 外面 ; F, 同 , 内面 .
Fig. 5. Macrophthalmus (Venitus) barnesi Serène, 1971. Male (CL 14.8 mm, RUMF-ZC-3858). A, carapace (setae on 
the right half removed), dorsal view; B, epistome and anterior buccal cavity, anterior view; C, anterior cephalothorax, 
anteroventral view; D, merus of left cheliped, dorsomesial view; E, left chela, outer view; F, same, inner view.
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鉗脚は雌雄それぞれ左右で同形 · 同大である 
( 図 4). 長節の上縁と内下縁には剛毛の列が縦走
し , 上縁の末端付近に尖った 1 棘を具える ( 図
5D). この棘は成長に伴って発達し , 甲長 2–3 
mm の個体ではこの棘は確認できないが , 甲長
4–6 mm の個体では , 不明瞭であるが角張った
突起状 , さらに大きい個体では次第に棘が明瞭
となる . 内下縁の末端付近に擦音構造はない . 
内背面は無毛 · 平滑である . 鉗部は成長段階や
雌雄で形態が異なる . 検討標本群のうち , 最も
大きい雄 (CL 14.8 mm) の鉗部 ( 図 4A, 5E, F) は , 
高さと厚みがある . 掌部上縁の長さは可動指よ
りも長い . 掌部の外面と内面は微小な顆粒で覆
われ , 内面の上縁付近には , 疎らな剛毛列を具
え , この剛毛列は可動指の先端まで伸びる . 不

動指の咬合縁には明瞭な歯が並び , 基部から先
端までの長さの 2/3 付近の歯は比較的大きい . 
可動指の咬合縁には , 基部から先端までの長さ
の 1/4 から 1/2 付近にかけて幅広い 1 歯を具え , 
それより先端側にも小さいながら明瞭な歯が並
ぶ . 次に大きい雄 (CL 12.9 mm) の鉗部 ( 図 6A, 
B) は , 厚みがなく , 高さもやや低い . 掌部上縁
の長さは可動指よりも短い . これら以外は前出
の大型個体とほぼ同様である . これより小さい
雄の鉗部は , 雌とほぼ同様である . 雌の鉗部 ( 図
4B, 6C) は細長く , 厚みがない . 掌部上縁の長さ
は可動指よりも短い . 不動指の咬合縁のほぼ全
長 , および可動指の咬合縁の基部から半分ほど
には , 小さいものの明瞭に尖った歯が間隔を空
けて並ぶ . 鉗部の上縁と下縁 , 掌部の中央付近 , 

図 6. ヒメノコハオサガニ . A, B, 雄 (CL 12.9 mm, RUMF-ZC-3859); C, F, 雌 (CL 12.4 mm, RUMF-ZC-3858); D, E, 
雄 (CL 14.8 mm, RUMF-ZC-3858). A, 左の鉗部 , 上面 ; B, 右の鉗部 , 外面 ; C, 左の鉗部 , 外面 ; D, 右の歩脚 , 上
面 ; E, F, 腹部 , 外面 .
Fig. 6. Macrophthalmus (Venitus) barnesi Serène, 1971. A, B, male (CL 12.9 mm, RUMF-ZC-3859); C, F, female (CL 
12.4 mm, RUMF-ZC-3858); D, E, male (CL 14.8 mm, RUMF-ZC-3858). A, left chela, upper view; B, right chela, outer 
view; C, left chela, outer view; D, right ambulatory legs, upper view; E, F, pleon, outer view.
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両指部の咬合縁には剛毛が列生する . 
歩脚 ( 図 4, 6D) は細長く , 第 3 歩脚の長節長

は甲長の 0.88–1.06 倍 , 長節幅の 2.97–5.83 倍で , 
小型個体ほどより細長い ( 図 8D, E). 各歩脚の長
節から前節にかけて , 前縁と後縁に長い剛毛が
列生するが , 第 1–3 歩脚の長節後縁のものは非
常に疎らである . 大型の雄では , これらの剛毛
の他に第 1 歩脚の長節前縁 , 第 2, 3 歩脚の長節
から前節の前縁には , より短い羽毛状の剛毛が
密生する . 特に両歩脚の腕節と前節のものは密
生しており , 各節の下面の大部分を覆う . 雌雄
ともに第 1–3 歩脚の長節には , 前縁の末端付近
に 1 本の棘を具えるが , 第 4 歩脚ではこれを欠
く . 各歩脚の指節はヘラ状となる .

雄の腹部を閉じた際に露出している胸部腹
甲の外面は , 最大の雄標本 (CL 14.8 mm) では細
かい顆粒で覆われるが ( 図 6E), これより小さい
雄では , 各顆粒がより小さく , 数も疎らである . 
全ての雄の腹部固定突起は小さいながら明瞭で
ある . 生殖孔は第 8 節の前方 ( 第 7 節との縫合
線近く ) に開口する . 雌の胸部腹甲の外面は概
ね平滑であり , 生殖孔は第 6 節の中央前方 ( 第
5 節との縫合線近く ) に開口する .

雄の腹部 ( 図 6E) は , 第 1 と第 3 腹節がほぼ
同じ幅で最も幅広く , 次いで第 2 と第 4 腹節が
幅広い . 第 3 腹節の最も幅広い箇所から第 6 腹
節の末端まで緩やかに幅が狭くなる . 尾節は第
6 腹節よりも僅かに短く , 半楕円形である . 尾節
の幅は長さの 1.18–1.48 倍で , 大型の個体ほど
幅広い傾向がみられる ( 図 8F). 大型の雌の腹部 
( 図 6F) は , 第 4 と第 5 腹節がほぼ同じ幅で最も
幅広く , 次いで第 3, 6, 2, 1 腹節の順に幅広い . 
尾節は第 6 腹節よりも僅かに長く , やや幅広い

三角形である . 尾節の幅は長さの1.31–2.04倍で , 
大型の個体ほど幅広い ( 図 8F). 尾節の基部縁は , 
両側付近が僅かに突出し , 中央付近はほぼ直線
状である . 雌雄ともに第 1 腹節には中央を横断
する稜を具えるが , それ以外の腹節にはこれを
欠く .

雄の第 1 腹肢の外腹縁は , その全長にわたっ
て羽毛状の剛毛が並ぶ . 先端部は剛毛で覆われ , 
外側に曲がる ( 図 7).

色彩 . 図 4 参照 . 甲の背面と歩脚は白色で , 
一部にシミ状の薄茶色が沈着する . 腹面はほぼ
全面が白色である . 大型の雄では , 鉗脚の腕節
上面と鉗部外面が明るい茶色である . 雌や小型
の雄の鉗部はほぼ白色である . 成長段階や雌雄
に関わらず , 全ての個体の眼柄の上面には暗色
の縦帯を具える .

分布 . これまでにインドネシア (Barnes 1971), 
フィリピン (Barnes 1970; Serène 1971), セーシェ
ル諸島 (Serène 1977), 石垣島 ( 武田 1981) から報
告されていた . さらに , 丸村 · 小阪 (2003) には 
“ 石垣島古見 ” の標本がリストアップされてい
るが , 古見という地名は石垣島ではなく , 隣接
する西表島の地名である . 本研究の検討標本に
より奄美大島 , 沖縄島 , 西表島にも分布してい
ることが明らかとなった .

生息環境 . 沖縄島で採集された検討標本は , 
膝丈まで沈むような軟らかい泥質の潮下帯で採
集された . ヤビーポンプやタモ網を使用して底
質ごと掬い取る方法で採集したため , 個体の状
態や巣穴の有無は不明である . 奄美大島産の標
本は , SCUBA 潜水中に水深約 10 m までの軟泥
底に開いた穴からヤビーポンプにより採集し
た . また西表島産の標本をドレッジで採集した
際も底質は軟泥であった .

備考 . 検討標本の形態的特徴は , Serène (1971, 
1977) や Barnes (1971, M. (V.) sp. nov. として ), 武
田 (1981) による本種の記載や図と概ね一致した
が , 雄の第 1 腹肢 ( 図 7) は , Serène (1977: figs. 
60, 61) で図示された形状と異なっていた . これ
は観察面の違いに加え , Serène (1977) の図が簡
略化されているためだと考えられる .

現在 , 本種が属するノコハオサガニ亜属
Venitus Barnes, 1967 には , ヒメノコハオサガニ
M. (V.) barnesi, M. (V.) dentipes Lucas, 1836, ノコ
ハオサガニ M. (V.) latreillei (Desmarest, 1822) ( タ
イプ種 ), M. (V.) vietnamensis Serène, 1971 の 4 種
が含まれる (Barnes 2010; Naruse et al. 2014). ヒ
メノコハオサガニは , 次に挙げる形質によって
他の 3 種と識別できる : (1) 体サイズが比較的
小さい ( 知られている最大甲幅 : M. barnesi: 20 
mm 未満 ; M. dentipes: 70 mm 以上 ; M. latreillei: 
約 60 mm; M. vietnamensis: 約 20 mm); (2) 甲の幅

図 7. ヒメノコハオサガニ . 雄 (CL 14.8 mm, RUMF-
ZC-3858). 左の第 1 腹肢の先端部 ( 剛毛を除去 ), 内背
面 . 
Fig. 7. Macrophthalmus (Venitus) barnesi Serène, 1971. 
Male (CL 14.8 mm, RUMF-ZC-3858). Apical part of left 
first gonopod (setae removed), dorsomesial view.
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が比較的狭い ( 他の 3 種は幅広い ); (3) 中 · 後
胃域 , 心域 , 腸域の表面が平滑で , 原胃域 , 肝
域 , 鰓域が細かい顆粒で覆われる (M. dentipes で
は鰓域の顆粒が大きい ; M. latreillei および M. 
vietnamensis では甲のほぼ全域が顆粒で覆われ
る ); (4) 原胃域 , 肝域 , 鰓域に細く長い剛毛が生

える ( 他の 3 種はほぼ無毛または短い剛毛が生
える ); (5) 額が比較的幅広く , 額域中央を縦走
する溝は浅い ( 他の 3 種は額が比較的狭く , 溝
は深い ); (6) 額の前縁は緩やかに膨らんだ 2 葉
となる ( 他の 3 種は中央が V 字型に強くくぼ
む ); (7) 眼窩下縁に並ぶ顆粒が , その全長におい

図 8. ヒメノコハオサガニにおける甲長に対する主要な計測形質の比の散布図 . A, 甲幅 / 甲長 (CW/CL) と眼
窩外歯間幅 / 甲長 (EOW/CL); B, 額幅 / 甲幅 (FW/CW) と額幅 / 眼窩外歯間幅 (FW/EOW); C, 眼柄長 / 甲長 (OL/
CL) と眼柄長 / 眼窩外歯間幅 (OL/EOW); D, 第 3 歩脚の長節長 / 甲長 (A3ML/CL); E, 第 3 歩脚の長節長 / 長節
幅 (A3ML/A3MW); F, 尾節幅 / 尾節長 (TW/TL).
Fig. 8. Scatter plots showing ratio of selected measurements against carapace length of Macrophthalmus (Venitus) 
barnesi Serène, 1971. A, width/length of carapace (CW/CL) and external orbital width/carapace length (EOW/CL); 
B, frontal width/carapace width (FW/CW) and frontal width/external orbital width (FW/EOW); C, ocular peduncle 
length/carapace length (OL/CL) and ocular peduncle length/external orbital width (OL/EOW); D, merus length of third 
ambulatory leg/carapace length (A3ML/CL); E, merus length/width of third ambulatory leg (A3ML/A3MW); F, width/
length of telson (TW/TL).
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てほぼ同大 (M. dentipes の雄では外側の顆粒が
大きい ; M. latreillei はヒメノコハオサガニと同
じ ; M. vietnamensis は不明 ); (8) 眼窩外歯と後続
の歯を分ける切れ込みが浅い ( 他の 3 種は深い
V 字型 ); (9) 口腔内の前方中央に膨らみや稜を
欠く (M. dentipes では稜が縦走する ; M. latreillei
では低く僅かに膨らむ ; M. vietnamensis は不明 ); 
(10) 眼柄が太い (M. dentipes および M. latreillei
では細い ; M. vietnamensis ではやや太い ); (11) 
鉗脚が短く , 背面から見た際に大型の雄でも長
節の大部分が甲の下に隠れる (M. dentipes およ
び M. latreillei の大型の雄では , 長節が著しく
伸長し , 先端側の半分程度が甲より露出する ; 
M. vietnamensis の雄では , 長節の先端側が露出
するが , 前 2 者よりは露出が少ない ); (12) 鉗脚
の長節上縁の末端付近に 1 棘を具える ( 他の 3
種ではこれを欠く ); (13) 鉗脚の長節の内下縁
に擦音構造を欠く (M. dentipes では内下縁に擦
音構造を具える ; M. latreillei ではこれを欠く ; 
M. vietnamensis は不明 ); (14) 雌雄や成長段階に
関わらず , 掌部内面に剛毛が密生する部分はな
い ( 他の 3 種の大型の雄では , 内面の一部に剛
毛が密生する ); (15) 第 4 歩脚の長節に棘を欠
く (M. latreillei および M. vietnamensis では末端
付近に 1 棘を具える ; M. dentipes はヒメノコハ
オサガニと同じ ); (16) 歩脚の前節に棘を欠く 
(M. dentipes では第 2, 3 歩脚の前 · 後縁に棘が並
ぶ ; M. latreillei および M. vietnamensis はヒメノ
コハオサガニと同じ ); (17) 雌雄ともに第 3 腹節
に稜を欠く (M. latreillei では雌雄ともに稜が横
断する ; M. dentipes の雄はヒメノコハオサガニ
と同じ , 雌は不明 ; M. vietnamensis の雄では稜
が横断し , 雌は不明 ); (18) 雄の第 4–6 腹節の側
縁は直線状で , 尾節に向かって次第に幅が狭く
なる (M. dentipes の雄では , 側縁は直線状で , 第
4, 5 腹節は次第に幅が狭くなり , 第 6 腹節は左
右がほぼ平行 ; M. latreillei の雄では , 第 4–6 腹
節の幅はほぼ同じで , 側縁は緩やかな波状 ; M. 
vietnamensis は不明 ); (19) 雄の尾節が半楕円形 
(M. dentipes では幅広い三角形 ; M. latreillei で
は釣鐘型 ; M. vietnamensis は不明 ) (Barnes 1970; 
Serène 1971; Pretzmann 1971; Naderloo et al. 2011; 
Mendoza & Ng 2007; Naruse et al. 2014; 本研究 ).

化石種ツブノコハオサガニ Macrophthalmus 
granulosus De Man, 1904 [ 和名は柄沢 (1997) に
準拠 ] は , ノコハオサガニ M. (Venitus) latreillei 
(Desmarest, 1822) の新参異名とされる場合が
多 い ( 例 え ば , Barnes 1967, 1968a, 1977; Sakai 
1976; Karasawa & Matsuoka 1991; Karasawa & 
Inoue 1992; Davie 2002, 2012; Ng et al. 2008). 一
方 , Karasawa et al. (1995) は , 沖縄島の琉球層群 
( 更新世 ) から産出した化石標本を検討し , M. 

granulosus を有効な種と認め , 柄沢 (1997) およ
び Karasawa (1999) もこの見解に従っている . さ
らに Karasawa et al. (1995) は , このツブノコハ
オサガニは甲の幅が比較的狭いこと , 甲の前側
縁に眼窩外歯を含めた 3 歯を具えること , 雄の
鉗部が短く , 高さがあることからヒメノコハオ
サガニに類似していることを指摘している . 本
研究の検討標本と Karasawa et al. (1995) のツブ
ノコハオサガニでは , 次に挙げる形質によって
識別できる : (1) 額域の中央を縦走する溝は , ヒ
メノコハオサガニでは浅い ( 図 5A) のに対し
て , ツブノコハオサガニではより深く明瞭であ
る (Karasawa et al. 1995: fig. 5-6); (2) 甲の背面は , 
ヒメノコハオサガニでは原胃域 , 肝域 , 鰓域が
細かい顆粒で覆われるが , 中 · 後胃域 , 心域 , 腸
域は平滑である ( 図 5A) のに対して , ツブノコ
ハオサガニでは甲の全域にわたって顆粒が密
集し , 各顆粒も大きい (Karasawa et al. 1995: fig. 
5-6). これらの形質の他に Karasawa et al. (1995: 
129) は , ツブノコハオサガニの甲が最大幅とな
るのは , 前側縁の第 3 歯 ( 第 2 前鰓歯 ) の先端
としており , 第 2 歩脚の基部の直上で甲が最大
幅となるヒメノコハオサガニとは異なるが , ツ
ブノコハオサガニの原記載の図 (De Man 1904: 
pl. fig. 5) では , 甲の最大幅は前側縁第 3 歯より
も後方にあるため , この形質による識別は有効
ではない .

Macrophthalmus (Venitus) latreillei (Desmarest, 
1822)
ノコハオサガニ
( 図 9–11)

Restricted synonym list. 
Gonoplax latreillei Desmarest, 1822: 99, pl. 9, figs. 

1–4.
Macrophthalmus serratus — Miers 1886: 250, pl. 

20, fig. 1.
Macrophthalmus laniger Ortmann, 1894: 746, pl. 23, 

fig. 15.
Macrophthalmus latreillei — Laurie 1906: 427, text-

fig. 12, pl. 2, fig. 3; Sakai 1939: 623 (key), 626, 
pl. 105, fig. 2; Barnes 1968b: table I–IV; 本 尾 
1970: 38, pl. 2, fig. 6; Barnes 1977: fig. 3f2, 278 
(key); Davie 1982: 206 (list); 三 宅 1983: 246 
(list); 山口ら 1987: 38, pl. 18, fig. 7; 山本 · 山
西 1987: 55, unnumbered fig.; Tan & Ng 1994: 
83; Karasawa 1999: fig. 5; Ng et al. 2001: 38, 76, 
fig. 8c; Kitaura et al. 2002a: 2, fig. 2; Kitaura et 
al. 2002b: 684, 685, figs. 1–5; 丸村 · 小阪 2003: 
70; Paulay et al. 2003: 497; 武 田 ら 2006: 206; 
Ng & Richer de Forges 2007: 325 (list); Juncker 
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& Poupin 2009: 75 (list); Barnes 2010: 37 (key); 
Kitaura et al. 2010: 1318, 1323, fig. 1; McLay et 
al. 2010: figs. 1, 2; Naruse et al. 2014: 32 (part), 
fig. 7c (not fig. 7d); Teng & Shih 2015: 455 (list), 
fig. 11; Shih et al. 2015: 69 (key), 126, figs. 104–
108. 

Macrophthalmus (Venitus) latreillei — Barnes 1967: 
204 (discussion), 232, fig. 11, pl. 3c; Serène 
1968: 100 (list); Barnes 1970: 236; Barnes 1971: 
31; Sakai 1976: 616 (English text), 381 (Japanese 
text), pl. 210, fig. 2; Barnes 1977: 280 (list); 和田 
1978: 20, fig. 5; Tai & Song 1984: 79, 82 (key), 
figs. 1c, 2c, 3g, h; Dai et al. 1986: 429 (key), 438, 
fig. 245, pl. 61-2; Dai & Yang 1991: 470 (key), 
480, fig. 245, pl. 61-2; Karasawa & Matsuoka 
1991: 6, figs. 3 (4a, b) 4 (1–3), 5 (1–5); Fransen et 
al. 1997: 146; 伊藤 · 本間 2001: 31, fig. 6; Davie 
2002: 350, unnumbered fig., 354; 本尾 2003: 68 
(list); 武田 · 上島 2006: 101; Ng et al. 2008: 238 
(list); Barnes 2010: 43 (discussion); McLay et al. 
2010: table 1; Davie 2012: 151 (list), 154 (key), 

198, figs. 35–37; Rahayu & Nugroho 2012: 34, 
fig. 8E, F; Shih et al. 2015: 91 (list); 本尾 · 伊藤 
2015; 135, fig. 1.

Macrophthalmus (Euplax) latreillei — Morris & 
Collins 1991: 32 (discussion); 柄沢 · 松岡 1992: 
57 (discussion), fig. 1; Karasawa & Inoue 1992: 
93, Table 2; Karasawa et al. 1995: 130, fig. 5-1; 
和田 1995: 417, pl. 118-6; 柄沢 1997: 71, pl. 29, 
fig. 3; Schweitzer et al. 2002: 42, fig. 11; Kitaura 
et al. 2006: 48, 53, figs. 1–5.

Venitus latreillei — Bouchard et al. 2013: 38, 49 
(list).

Not Macrophthalmus latreillei — Naruse et al. 
2014: 32 (part), fig. 7d [= M. (Mareotis) definitus 
Adams & White, 1849].

検討標本 . RUMF-ZC-3860, 1 雄 (CL 23.6 mm), 沖
縄島名護市屋部川 , 2015 年 8 月 11 日 , 前之園唯
史採集 ; RUMF-ZC-3861, 1 抱卵雌 (CL 42.5 mm), 
1 雌 (CL 42.7 mm), 沖縄島名護市屋部川 , 2015 年
6 月 3 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-3862, 1 雌 

図 9. ノコハオサガニ . A, 雌 (CL 42.7 mm, RUMF-ZC-3861); B, 雄 (CL 23.6 mm, RUMF-ZC-3860); C, 雄 (CL 43.1 
mm, NMCR 8558). 全体 , 背面 (A, B, 生時の色彩 ).
Fig. 9. Macrophthalmus (Venitus) latreillei (Desmarest, 1822). A, female (CL 42.7 mm, RUMF-ZC-3861); B, male (CL 
23.6 mm, RUMF-ZC-3860); C, male (CL 43.1 mm, NMCR 8558). Entire animals, dorsal view (A, B, live colouration).
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(CL 28.3 mm), 西表島前良川 , 2000 年 8 月 31 日 , 
成瀬貫採集 .

比 較 標 本 . NMCR 8558, 3 雄 (CL 34.8–43.1 
mm), 1 抱卵雌 (CL 28.3 mm), フィリピン , バタ
ンガス , サン · フアン , Calubcub II, 1982 年 8 月
2 日 , J. Cabrera 採集 .

形態的特徴 . 甲 ( 図 9, 10A) は幅広い長方形 . 
甲長に対する甲幅と眼窩外歯間幅は , それぞれ
1.28–1.44 倍と 1.22–1.43 倍で , これらは成長に
伴ってより幅広くなる ( 図 12A). 甲の幅は , 前
側縁の第 2 歯 ( 第 1 前鰓歯 ) または第 3 歯 ( 第 2

前鰓歯 ) の先端において最大幅となる . 甲の表
面は , 甲域を分ける溝を除くほぼ全面が顆粒で
覆われ , 短い剛毛が非常に疎らに生える . 中 · 後
鰓域には , 縦方向に顆粒が並んだ明瞭な稜を具
える . 額の幅は狭く , 甲幅の 0.10–0.12 倍 , 眼窩
外歯間幅の 0.10–0.12 倍である . 小型個体は甲幅
や眼窩外歯間幅が狭いため , 相対的に額が幅広
い傾向がみられる ( 図 12B). 額の前縁中央から
胃域にかけて深い溝が縦走し , この溝によって
分けられた額の前縁は , V 字型に中央がくぼむ . 
額の側縁は , 眼柄の基部付近で V 字型に強くく

図 10. ノコハオサガニ . A–E, H, 雄 (CL 23.6 mm, RUMF-ZC-3860); F, G, 雄 (CL 43.1 mm, NMCR 8558). A, 甲 , 背
面 ; B, 口前部と口腔の前方 , 前面 ; C, 頭胸甲の前方 , 前腹面 ; D, 右の鉗部 , 外面 ; E, 同 , 内面 ; F, 左の鉗部 , 
外面 ; G, 同 , 内面 ; H, 右の歩脚 , 上面 .
Fig. 10. Macrophthalmus (Venitus) latreillei (Desmarest, 1822). A–E, H, male (CL 23.6 mm, RUMF-ZC-3860); F, G, 
male (CL 43.1 mm, NMCR 8558). A, carapace, dorsal view; B, epistome and anterior buccal cavity, anterior view; C, 
anterior cephalothorax, anteroventral view; D, right chela, outer view; E, same, inner view; F, left chela, outer view; G, 
same, inner view; H, right ambulatory legs, upper view.
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びれる . 額の後縁と胃域の境界には , 顆粒が横
方向に並び , 明瞭な稜となる . 眼窩下縁には , 全
長においてほぼ同大の顆粒が等間隔に並ぶ . 甲
の前側縁には眼窩外歯の後方に 3 つの前鰓歯を
具える . このうち最後方の歯は他の歯に比べて
小さく , 特に小型個体では不明瞭である . 眼窩
外歯の先端は外側前方を向く . 眼窩外歯と第 2
前側歯 ( 第 1 前鰓歯 ) の間の切れ込みは , やや
幅広く深い V 字型である . 口前部 ( 図 10B, C) 
の後縁は , 中央と側部が僅かに膨らむ . 口腔内
の前方中央 ( 図 10B, C) は低く僅かに膨らむが , 
ナカグスクオサガニ亜属のような明瞭に縦走す
る稜 (Komai et al. 1995: fig. 15D; Shih et al. 2015: 
fig. 101B 参照 ) ではない . 眼柄 ( 図 9, 10A) は細
くて短く , 甲長の 0.49–0.59 倍 , 眼窩外歯間幅の
0.40–0.45 倍である . 角膜の先端は眼窩外歯の根
元付近に達する . 

第 3 顎脚 ( 図 10C) の座節長は長節長の 2.00–
2.35 倍である . 外肢の先端は , 長節外側縁の長
さの 2/3 程度の位置に達し , 末端には長い鞭状
部を具える . 第 3 顎脚を閉じた際にできる口腔
中央の隙間は広くない ( 図 10C は , 第 3 顎脚が
やや開いている状態 ) が , 座節内縁間は近接し
ない .

鉗脚は雌雄それぞれ左右で同形·同大である . 

長節および鉗部は , 成長段階や雌雄で形態が異
なる . 供試した標本群のうち , 最大の雄 (CL 43.1 
mm: フィリピン産 ) の長節は長く伸長し , 背面
側から見ると先端側 1/2 程度が甲より露出して
いる ( 図 9C). これより小さい雄および全ての雌
では , 長節の大部分が甲の下に隠れ , 背面側か
ら確認できるのは先端側の一部のみである ( 図
9A, B). 成長段階や雌雄に関わらず , 長節の上縁
と内下縁には剛毛の列が縦走し , 上縁の末端付
近の棘 , および内下縁の末端付近の擦音構造を
ともに欠く . 内背面は無毛 · 平滑である . 標本群
のうち , 最小の雄 (CL 23.6 mm: 沖縄島産 ) およ
び全ての雌の鉗部 ( 図 9A, B, 10D, E) は細長く , 
厚みがない . 掌部上縁の長さは可動指よりも長
く , 掌部の外面と内面は平滑である . 掌部の上
縁と下縁 , 内面の上縁付近には , 細い剛毛が列
を成して並び , この剛毛の列は指部まで伸びる . 
両指部の咬合縁にも剛毛が列生する . これより
大きな雄の鉗部 ( 図 9C, 10F, G) は , 高さと厚み
があり , 掌部内面の上縁付近および指部付近は
羽毛状の剛毛で密に覆われ , 最大の雄 (CL 43.1 
mm) では掌部上縁付近の剛毛は少なく , 指部付
近のみに密生する . それ以外は小型の雄や雌と
同じである . 成長段階に関わらず , 雄の不動指
咬合縁の先端側 3/4 には明瞭な小歯が並ぶ . 可

図 11. ノコハオサガニ . A, D, 雄 (CL 23.6 mm, RUMF-ZC-3860); B, 雄 (CL 37.5 mm, NMCR 8558); C, 雌 (CL 42.7 
mm, RUMF-ZC-3861). A–C, 腹部 , 外面 ; D, 腹部の基部 , 後腹面 .
Fig. 11. Macrophthalmus (Venitus) latreillei (Desmarest, 1822). A, D, male (CL 23.6 mm, RUMF-ZC-3860); B, male 
(CL 37.5 mm, NMCR 8558); C, female (CL 42.7 mm, RUMF-ZC-3861). A–C, pleon, outer view; D, basal part of pleon, 
posteroventral view.
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動指の咬合縁は , 基部側 1/3 が隆起し , 大型の雄
ではこの隆起が幅広い歯となる . その隆起 ( ま
たは幅広い歯 ) 上には小歯が並ぶ . 可動指の先
端側 1/3 にも小歯が並ぶ . 雌の不動指は雄と同
形であるが , 可動指の咬合縁は薄板状で小歯を
欠く .

歩脚 ( 図 9, 10H) は細長く , 第 3 歩脚の長節
長は甲長の 0.86–1.01 倍 , 長節幅の 3.16–3.69 倍
である . 各歩脚の長節から前節にかけて , 前縁
と後縁に長い剛毛が列生するが , 第 1–3 歩脚の
長節後縁のものはやや疎らである . 各歩脚の長
節の前縁と後縁には顆粒が並び , 前縁の末端付
近には 1 本の歯を具える . 各歩脚の指節はヘラ
状となる .

雄の腹部を閉じた際に露出している胸部腹
甲の外面は , 最小の雄標本 (CL 23.6 mm) では各
節の内側と後方付近に顆粒が集中し , それ以外
はほぼ平滑である ( 図 11A, D), これより大きい
雄では , ほぼ全面が顆粒で覆われる ( 図 11B). 
全ての雄の腹部固定突起は明瞭である . 生殖孔
は第 8 節の前方 ( 第 7 節との縫合線近く ) に開
口する . 雌の胸部腹甲の外面は概ね平滑であり , 
生殖孔は第 6 節の中央前方 ( 第 5 節との縫合線
近く ) に開口する .

雄の腹部 ( 図 11A, B, D) は , 第 1 と第 3 腹
節がほぼ同じ幅で最も幅広く , その他の腹節は
ほぼ同じ幅である . 第 4–6 腹節の側縁は緩やか
な波状となる . 尾節は第 6 腹節よりも僅かに長
く , 釣鐘形で幅は長さの 1.10–1.26 倍である ( 図
12F). 雌の腹部 ( 図 11C) は , 第 4 と第 5 腹節が
ほぼ同じ幅で最も幅広く , 次いで第 3 と第 6 腹
節がほぼ同幅 , 次いで第 1 と第 2 腹節がほぼ同
幅である . 尾節は第 6 腹節よりも僅かに長く , 
幅広い三角形で幅は長さの 1.93–2.19 倍である 
( 図 12F). 雌雄ともに第 1, 3 腹節に中央を横断す
る稜を具える ( 図 11D).

雄の第 1 腹肢の外腹縁は , その全長にわたっ
て羽毛状の剛毛が並ぶ . 先端部は剛毛で覆われ , 
外側に曲がる .

色彩 . 図 9A, B 参照 . 眼柄を除く全身が紫色
または赤茶色であるが , 歩脚の長節の基部付近
は , この色が薄く黄白色である .

分布 . 南アフリカから日本 , フィリピン , ニ
ューカレドニアまでのインド - 西太平洋に広く
分布する (Davie 2012). 日本国内では , 佐渡島 (伊
藤 · 本間 2001), 能登半島 ( 本尾 1970; Sakai 1976; 
本尾 · 伊藤 2015), 東京湾 (Ortmann 1894), 相模湾 
( 武田ら 2006), 紀伊半島 (Sakai 1976; 和田 1978; 
丸村 · 小阪 2003), 大阪湾 ( 山本 · 山西 1987), 神
戸 (Miers 1886; Barnes 1970), 高 知 県 (Ortmann 
1894; Sakai 1939), 八代海 ( 山口ら 1987) などか
ら採集されている ( 化石記録を除く ). 一方 , 琉

球列島では , 沖縄島からの化石記録 (Karasawa et 
al. 1995) を除けば , 和田 (1995) が本種の分布域
に西表島を挙げているのみであるが , 同文献に
は記録の根拠や標本の有無は示されていない . 
本研究による沖縄島と西表島の標本は , 標本に
基づいた本種の琉球列島初記録となる . 

生息環境 . 沖縄島屋部川の標本は , 膝丈まで
沈むような軟泥質の潮間帯の下部や潮下帯で採
集された . 甲を水上に露出して静止している個
体や水深 20 cm ほどの底質上を移動している個
体を採集した . 水中を移動中の個体は , 採集す
る際に底質の穴に素早く入る動作が見られた
が , その穴が本種の巣穴であったのかは不明で
ある .

備考 . 検討標本の形態的特徴は , 先行研究
で示された本種の記載や図と概ね一致したが , 
歩脚に関して一部の報告と相違がみられた . 
Rahayu & Nugroho (2012: fig. 8E) に示されてい
るインドネシア産の雄標本 (CL 20.79 mm) や
Davie (2012: fig. 35A) に示されているオースト
ラリア産の雄 (CL 38.5 mm) では , 歩脚の長節後
縁に明瞭な棘が並んでいる . しかし , 本研究で
検討した琉球列島産およびフィリピン産の全
ての標本では , 長節の後縁に顆粒が並ぶが , 上
記 2 文献のような明瞭な棘は確認されなかった 
( 図 9, 10H). 本研究で検討した標本の大きさ (CL 
23.6–43.1 mm) は , Rahayu & Nugroho (2012) と
Davie (2012) で扱われた標本の範囲内に含まれ
るものが多いため , この棘の有無は成長による
変異ではないと推定される . この変異について
は , より多くの標本に基づく再検討が必要であ
る . 

本種の雄の鉗部は , 成長に伴って相対的に大
きくなることが知られている ( 例えば , Laurie 
1906; Barnes 1976). 本研究では , 雄の掌部内面の
剛毛の生え方も成長に伴って変化することが確
認された . すなわち , 本研究で扱った最小の雄
標本 (CL 23.6 mm) では , 雌と同様に上縁と下縁 , 
内面の上縁付近にそれぞれ剛毛の列を 1 列具
えるのみであるが ( 図 10E), これより大型の雄 
(CL 34.8 mm 以上 ) では , 内面の上縁および指
部付近が羽毛状の剛毛で密に覆われている ( 図
10G). Richard S.K. Barnes 氏が作成した一連のオ
サガニ類の検索表 (Barnes 1971, 1977, 2010) は , 
その適用範囲を “ 雄の成体 ” と限定しているも
のの , ノコハオサガニの雄の掌部内面は , 密生
した剛毛で一部が覆われるとしており (Barnes 
1971: key 26; 1977: key 29; 2010: key 34), 本研究
で扱った最小の雄標本はこれに一致しない . こ
の雄標本が未成熟個体であるかどうかの判断に
は , 様々な大きさの標本に基づく更なる検討が
必要であるが , これらの検索表を使用する際に
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は注意が必要であろう . 
Naruse et al. (2014: 33) は , カンボジア産の

Macrophthalmus (Venitus) vietnamensis Serène, 
1971 を報告する際にフィリピン産のノコハオサ
ガニの標本 (NMCR 8558: 4 雄 , 2 雌 ) を比較標
本として扱った . この NMCR 8558 は , 本研究に

おいても比較標本として検討したが , 雄の 1 標
本 (CL 18.5 mm = Naruse et al. 2014: fig. 7d) と雌
の 1 標本 (CL 18.0 mm) は , 実際にはヨコスジオ
サガニ M. (Mareotis) definitusであった .

謝辞

図 12. ノコハオサガニにおける甲長に対する主要な計測形質の比の散布図 . A, 甲幅 / 甲長 (CW/CL) と眼窩外
歯間幅 / 甲長 (EOW/CL); B, 額幅 / 甲幅 (FW/CW) と額幅 / 眼窩外歯間幅 (FW/EOW); C, 眼柄長 / 甲長 (OL/CL) 
と眼柄長 / 眼窩外歯間幅 (OL/EOW); D, 第 3 歩脚の長節長 / 甲長 (A3ML/CL); E, 第 3 歩脚の長節長 / 長節幅 
(A3ML/A3MW); F, 尾節幅 / 尾節長 (TW/TL).
Fig. 12. Scatter plots showing ratio of selected measurements against carapace length of Macrophthalmus (Venitus) 
latreillei (Desmarest, 1822). A, width/length of carapace (CW/CL) and external orbital width/carapace length (EOW/
CL); B, frontal width/carapace width (FW/CW) and frontal width/external orbital width (FW/EOW); C, ocular peduncle 
length/carapace length (OL/CL) and ocular peduncle length/external orbital width (OL/EOW); D, merus length of third 
ambulatory leg/carapace length (A3ML/CL); E, merus length/width of third ambulatory leg (A3ML/A3MW); F, width/
length of telson (TW/TL).
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Three rare sentinel crab species (Crustacea: 
Decapoda: Brachyura: Macrophthalmidae) 
from the Ryukyu Archipelago, including 
newly-recorded species from Japan.
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Abstract. Three rare sentinel crabs, Macrophthalmus 
(Mareotis) purpureocheir Teng & Shih, 2015, M. 
(Venitus) barnesi Serène, 1971, and M. (V.) latreillei 
(Desmarest, 1822) are collected from the Ryukyu 
Archipelago. Macrophthalmus purpureocheir is 
newly added to the Japanese fauna. Notes on their 
morphological features, colorations, and ecological 
aspects are provided.
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